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農業の担い手不足や農地の集積化や効率化においてスマート農業の普及は不可欠である。
その一つである圃場の環境モニタリングを安価に構築できるようにするため、汎用性が高
くIoT機能を備えたデータ収集装置とクラウドシステムを開発する。

開発内容はIoT機能を備えたデータ収集装置、専用の電源システム、クラウドインター
フェースからなる。IoTデータ収集装置は8個のセンサーを接続可能とし、LTE回線を通して
クラウドにデータを蓄積する。商用電源の取れない農場や山間地域においてもバッテリー
駆動で長期間データ収集を可能とするため、装置の省電力設計が重要となる。

屋外使用が可能なデータ収集装置としては、アナログ出力を備えたセンサーであれば
メーカを問わず接続可能であり、安価に圃場モニタリングシステムを構築可能である。専
用の電源システムはバッテリーにソーラ発電パネルを装備し、長期間データ収集が可能で
ある。万一バッテリー切れが発生してもソーラ発電によりバッテリー電圧が復帰すれば、
データ収集装置が自動復帰しデータ収集を再開する。

圃場の水分量や地温、電気抵抗値などの土壌環境モニタリングを主に想定しているが、
ビニールハウスの温湿度管理、水田や井戸の水位監視などにも利用可能である。汎用的な
アナログ出力センサーであれば接続可能である為、あらゆるリアルタイムモニタリングに
利用可能である。
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